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 研究結果 
 
目的 

 
日中で笑いが共有しにくいことの意味、つまり異文化間のギャップそのも

のがどこに根差しているのかを、言語の背後にある認知のレベル―事態把握
―からとらえ、理解のための方策を模索することにつながると考える。本研
究は、日本語を母語とする者（以下：日本語話者）による主観的な事態把握
に関する先行研究（池上2000など、守屋2006など）を踏まえ、日中の「笑い
」に関する聞き手参加を中心に考察することによって、日中の「笑い」の相
違を明らかにすることが第一の目的である。特に中国語を母語とする者（以
下：中国語話者）による事態把握をより明らかにすることは認知言語学の研
究にとっても大きな一歩となると思われるとともに、日中のより深い相互理
解に役立つヒントが得られると考える。 
 
研究結果 
 

言語話者の、特に聞き手の＜事態把握＞を明らかにすることは、認知言語
学の分野において大変有用である。本研究は、日中の「笑い」を捉え、認知
言語学的な視点から、対照的に考察を行った。より全面的に観察するために
、まずテキストに基づいた分析を行ったが、テキスト分析だけでは、日中の
「笑い」の相違点は十分に見極められないため、とりわけ聞き手の側に注目
し、日本語、中国語のそれぞれを母語とする者を対象に（それぞれ100名に
対して実施。うち、有効回答者数：日本語母語話者91名、中国語母語話者92
名）のそれぞれの「笑い」（日中それぞれ2例）に対する「読み」をインタ
ビュー調査し、さらに認知言語学的な視点からの分析を行った。 

日本語話者の聞き手は、話し手と＜見え＞を介して、語られた「笑い」の
場に＜臨場＞し、＜体験的＞に「笑い」を楽しむ傾向が顕著に観察されたこ
とに対し、中国語話者の聞き手の場合は、日本語話者より比較的＜客観的事
態把握＞を好む傾向が観察され、事態そのものを客体化して捉える傾向が顕
著であることを明らかにした。本研究は、日中両国語話者による＜事態把握
の仕方＞に関する検討に大変有意義で、日中のより深い相互理解のヒントに
もなると思われる。 
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